
平成３０年度第１回 かわさき犬・猫愛護ボランティア会議 

 日 時  平成３０年７月３日（火）  

１４時００分～１６時３０分 

場 所  高津区役所５階第１会議室  

１ あいさつ 

２ 説明・報告等 

（１） 川崎市動物愛護センターの再編整備について【資料１】 

（２） 動物愛護センター業務支援ボランティアについて【資料２】 

（３） 地域猫活動支援について【資料３】 

・・・川崎市健康福祉局保健所生活衛生課 

（４） 動物愛護フェアかわさき２０１８について【資料４】 

（５） 事務連絡【資料５】【資料６】 

３ 区ごとの情報交換等 



川崎市動物愛護センターの再編整備について 

１ 事業概要 

川崎市動物愛護センター整備基本計画に基づき、人と動物の共生する社会の実現を目指

し、「いのちを学ぶ場」「いのちをつなぐ場」「いのちを守る場」としての３つの役割を果た

し、動物を通じて、誰もが集い、憩い、学べる交流施設として動物愛護センターを整備す

るものです。 

２ 工期 

平成２９年１０月１２日着手 

平成３０年１２月２８日完成（予定） 

３ 延べ床面積 約 2300m２ 

４ 施工業者等 

 設計・監理   株式会社 環境デザイン研究所 

 建築工事    株式会社 八木工務店 

 電気設備工事  協成電気 株式会社 

 空調設備工事  株式会社 富士設備 

 衛生設備工事  株式会社 玉川設備 

 昇降機工事   日本エレベーター製造株式会社 

５ 現状

 健康福祉局生活衛生課、施設課、まちづくり局、施工業者、動物愛護センター等で現場定 

例打合せを月２回行っております。 

また、加えてメール等での綿密な連絡等により工事進捗状況の情報共有等を行っています。 

６月２９日現在は、センター３階躯体コンクリート打設が終了し、１階の配線等の設 置

を実施しているところです。 

資料１



平成２９年１１月３０日

平成２９年１２月２７日

現場進捗状況写真 

①

① ②

① 

② 
①

② 



平成３０年１月３１日

平成３０年２月２８日

平成３０年３月２９日

① ②

① ②

① ②



平成３０年４月２６日

平成３０年５月２４日

６ 愛称の市民投票について 

平成３１年２月に中原区上平間に移転する動物愛護センターの愛称を募集したところ、 

７２７作品の応募をいただき、外部有識者会議などを通して優秀作品を選出しました。 

優秀作品から市民投票（Ｗｅｂ投票＆移転先の近隣協力小学校による児童投票）により、 

最優秀作品を決定し、新しい動物愛護センターの愛称とします。 

（１）スケジュール ８月１日～８月３１日 

（２）方法 専用Ｗｅｂからの投票 

（３）対象 市内在住・在学・在勤の方（１人１票のみ） 

① ②

① ②



資料２－１

動物愛護センターにおける

かわさき犬・猫愛護ボランティアとの連携協働について

１ 川崎市の動物行政の執行体制について

（１）動物行政に関する法令について

動物行政に関連する法令は以下の通りです。

ア 狂犬病予防法

イ 動物の愛護及び管理に関する法律

（以下、「動物愛護管理法」という。）

ウ 川崎市動物の愛護及び管理に関する条例

エ 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

（以下、「鳥獣保護法」という。）           など

（２）業務を執行する行政部局について

 業務を執行する行政部局は以下の通りです。

ア 生活衛生課

企画調整業務、広報・啓発関係業務、国や他都市との連絡調整、法

制関係業務を執行しています。

イ 動物愛護センター

動物行政の具体的な取組を実践する中核施設として、多様な主体と

連携し、動物愛護の普及啓発や動物の保護・収容・返還・譲渡等を行

い動物の適正飼養の推進を図りながら関係法令業務を遂行していま

す。

ウ 各区役所

区役所は各区における動物行政の活動拠点として重要な位置を占め

ており、各地域で実施される普及啓発活動の支援や動物愛護と適正飼

養の普及啓発を図るとともに、動物に起因する生活環境被害等の相談

に対応し、地域課題の解決のための支援を実施しています。近年、増

加傾向にある高齢者が飼養するペットの相談については、庁内外の関

係機関と連携し支援を実施しています。加えて、ペットクラブ等の飼

い主を主体とした地域コミュニティーの支援も実施しています。



２ かわさき犬・猫愛護ボランティアについて

（１）かわさき犬・猫愛護ボランティアとは

川崎市動物の愛護及び管理に関する条例第１８条に規定している、川崎市

が推進する適正飼養及び動物愛護精神の普及啓発について協力をいただく

ボランティアのことで、川崎市民から募っており、現在１０５名が登録され

ています。

（２）かわさき犬・猫愛護ボランティア設置要綱について

別紙の通り

（３）かわさき犬・猫愛護ボランティアの活動内容について

かわさき犬・猫愛護ボランティアは次に掲げる活動を自主的に行うことと

しています。（要綱第６条より抜粋）

ア 犬、猫等の適正飼養及び動物愛護思想の普及啓発

イ 犬、猫等の譲り渡し制度への協力

ウ 動物愛護センターの業務支援・運営協力

エ 災害時における、川崎市が行う犬、猫等の動物の避難、保護等に係る

協力

オ その他川崎市における人と動物が共生する社会の実現に寄与する活動

３ 動物愛護センターの業務支援・運営協力

かわさき犬・猫愛護ボランティア設置要綱第６条ウで規定する動物愛護セ

ンターの業務支援・運営協力について、ボランティアの種類や申し込み方

法、研修を設定しました。



川崎市動物愛護センター業務支援ボランティア募集について

動物愛護センター業務支援ボランティアの募集を行います。

川崎市動物愛護センターの業務や、動物福祉の考え方及び動物の取扱いをご紹介し、

理解していただく共通基礎研修を受けていただいた後に、面接を経て、ボランティア

への参加とさせていただきます。

また、円滑なセンターの業務支援を実施いただけるよう、７つの各ボランティアで

もそれぞれ個別研修を実施いたします。

１ 募集ボランティア

○普及啓発支援ボランティア（企画係関係）

（１）いのち・MIRAI 教室等支援ボランティア

センター案内のコンシェルジュや小学生等の来所型授業のお手伝い、小学校等

へのいのち・MIRAI 教室等出前授業へのお手伝いや動物介在活動への参加など

のボランティア

（２）啓発物作成ボランティア

   センター広報物や、譲渡動物の写真の撮影等のボランティア

○飼養管理支援ボランティア（業務係関係）

（１）成猫飼養管理支援ボランティア

   猫の譲渡情報作成のお手伝い、譲渡猫の慣らし、掃除や部屋のセッティングや

譲渡会時の猫の説明や攻撃性の高い猫への慣らしや行動学に基づく相性診断、ト

レーニングなどのボランティア

（２）子猫飼養管理支援ボランティア

   哺乳猫の飼養管理を支援いただくボランティア

（３）成犬飼養管理支援ボランティア

   譲渡犬の譲渡情報作成のお手伝いを皮切りに、老犬やシニア犬、比較的落ち着

いている犬の飼養管理支援や、ドッグトレーナーや行動診療を行っている獣医師

には、問題行動のある犬などの飼養管理等へ支援をいただくボランティア

（４）譲渡会運営支援ボランティア

   譲渡会に事前準備や設営、運営、片付けなどを支援いただくボランティア

○庁舎管理支援ボランティア（庶務係関係）

（１）植栽等清掃支援ボランティア

センター庁舎内外の維持管理を支援するボランティア

※基本的に、お一方１つのボランティアの登録とさせていただきます。

資料２-２



２ スケジュール

（１）募集期間 平成３０年７月５日（木）～平成３０年７月３１日（火）

（２）共通基礎研修 平成３０年８月２３日（木） 

（３）面接 ９月中に、応募者と調整の上実施

（４）個別研修 現在調整中

３ ボランティア開始時期 

 普及啓発支援ボランティア（企画係関係）及び庁舎管理支援ボランティア（庶務

係関係）については、新センター開設（平成３１年２月予定）から開始予定。

 飼養管理支援ボランティア（業務係関係）については、新センター開設当初は、

来所者の増加や移動に伴う収容動物のストレスを勘案して、新規のボランティアの

開始は平成３１年夏ごろを予定。（子猫飼養管理支援ボランティアを除く。）

４ 既存ボランティアとの関係

  子猫飼養管理支援ボランティアや譲渡会運営支援ボランティアなど既存のボラ

ンティアについても、今回の申し込みをお願いいたします。

５ 応募方法

  ＦＡＸ又は専用メールフォーム。



ボランティア 研修 組織図等
○普及啓発支援ボランティア
（１）いのち・MIRAI教室等支援ボランティア
（センターガイドボランティア・来所型授業手伝いボランティア、出前授業
手伝いボランティア、動物介在活動支援ボランティア）
 （支援内容）　センター案内のコンシェルジュや小学生等の来所型授業
のお手伝いを皮切り（C）に、小学校等へのいのち・MIRAI教室等出前授
業へのお手伝い（B）や動物介在活動への参加（A）などのボランティア

（２）啓発物作成ボランティア
（ポスター等作成ボランティア、動物の写真撮影ボランティア）
（支援内容）センター広報物や、譲渡動物の写真の撮影等のボランティア

全体○接遇研修・センターの動物福祉の考え方と取扱い研修

（１）川崎市における動物愛護普及啓発事業について
　プログラム説明・補助方法の講座
　動物介在活動の場合は動物の適性や取り扱い等
　その後、面接等で判断する

（２）啓発物作成ガイドセミナー、動物の写真の撮り方講座

（１）

（２）

○飼養管理支援ボランティア
（支援内容）
（１）成猫飼養管理支援
（猫の譲渡情報作成ボランティア、成猫の慣らしボランティア）
 （支援内容）　猫の譲渡情報作成のお手伝い（C）を皮切りに、譲渡猫の
慣らし、掃除や部屋のセッティングや譲渡会時の猫の説明（B）や攻撃性
の高い猫への慣らしや行動学に基づく相性診断、トレーニングなど（A）を
支援いただくボランティア

（２）子猫飼養管理支援
（子猫の哺乳ボランティア）
（支援内容）哺乳猫の飼養管理を支援いただくボランティア

（３）成犬飼養管理支援
（成犬の譲渡情報作成ボランティア、成犬飼養管理支援ボランティア）
（支援内容）譲渡犬の譲渡情報作成のお手伝い（F）を皮切りに、老犬（E）
やシニア犬（D）、比較的落ち着いてる犬の飼養管理支援（C）や、ドッグト
レーナーや行動診療を行っている獣医師には、問題行動のある犬（Ｂ・
Ａ）などの飼養管理等へ支援をいただくボランティア

（４）譲渡会運営支援
（譲渡会運営ボランティア）
（支援内容）譲渡会に事前準備や設営、運営、片付けなどを支援いただく
ボランティア

全体○接遇研修・センターの動物福祉の考え方と取扱い研修・法令施策研
修

（１）成猫の行動学研修・成猫の飼養管理方法研修
その後、来所可能ペースや面接等で判断する。

（２）子猫の飼養管理方法研修・疾病感染症対策研修
その後、来所可能ペースや面接等で判断する。

（３）犬の行動学研修・犬の飼養管理方法研修
その後、来所可能ペースや面接等で判断する。

（４）来所可能ペースや面接等で判断する。

（１）、（３）、（４）

（２）

○庁舎管理支援ボランティア
　植栽等清掃支援
（クリーンアップボランティア）
（支援内容）センター庁舎内外の維持管理を支援するボランティア

センターの動物福祉の考え方と取扱い研修、　接遇研修、植栽研修
　その後、面接等で判断する。
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研修名 共通基礎研修 施設概要・来所型授業研修 出前型授業研修 広報物作成研修

研修目的

（１）動物愛護センターの
業務について理解し、動
物福祉の考え方及び動
物の取扱いなどについ
ての理解を深める。
（２）来所対応などがある
ので接遇について理解
を深める。
（３）多種多様な考え方
を受け入れ、川崎市の
方針に沿う必要性を受
け入れる。
（４）守秘義務について
理解を深める。

（１）コンシェルジュとして
必要な動物愛護セン
ターの設計コンセプトや
諸室の概要・センターの
方針等の理解を深め
る。
（２）いのちＭＩＲＡＩ教室
の基礎から理解し、来所
型授業の狙いや流れな
どについても理解し説明
できるようになる。

（１）いのちＭＩＲＡＩ教室
の基礎から復習し、出前
型授業の狙いや流れな
どについて理解し、説明
できるようになる。

（１）川崎市の動物愛護
事業及び適正飼養事業
の方針について、理解を
深める。
（２）効果的な広報物の
作成方法を得る。
（３）ＳＮＳリスクやコンプ
ライアンスについて理解
を深める。

講師
センター職員

公益財団法人かわさき
市民活動センター

センター職員 センター職員
センター職員
広報関係職員等

実施予定日時 平成30年8月23日 平成30年11月頃 未定 平成30年11月頃



川崎市地域猫活動支援（サポーター登録制度の導入）について

（１）目的

３．サポーター登録制度の導入

合理的に野良猫対策を進め、地域の生活環境の改善を目指します。

（２）三者協働による活動

本市に寄せられる猫に関する苦情・相談件数は毎年、２，０００件ほどあります。その主

な内容は、置き餌による不衛生な状態、糞尿被害や子猫の出生による被害拡大などです。

地域猫活動の普及啓発
川崎市猫の適正飼養ガイドライン（H１７～） …地域猫活動のポイントなどを掲載。

地域猫活動セミナーの開催（市民向けＨ２８～）

不妊去勢手術の支援 猫の不妊去勢手術の補助拡充

苦情・相談への対応
各区衛生課で事例ごとに対応

・・・現地調査を行い、猫の適正管理について指導。ボランティアの協力。

１．背景

２．本市の取組み

地域猫活動サポーター登録制度を導入して、三者協働で進めていきます。

野良猫をめぐる地域（現在） トラブルがおこらない地域へ

・・・「地域猫活動」とは、野良猫対策のひとつとして、ボランティアや地域住民等によって、

特定の飼い主のいない猫を適正に管理し、地域住民の理解のもと地域の生活環境の向上

を目指して活動することです。本市では、地域猫活動をさらに推進するため、サポー

ター登録制度を導入していきます。

サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
制
度

｜実施機関
・各区役所保健福祉センター衛生課
・健康福祉局保健所動物愛護センター
・健康福祉局保健所生活衛生課

｜サポーターへの主な支援
・サポーター証発行
・手術補助（現行の倍額など）
・新動物愛護センターでの手術
・活動方法の助言（手引きなど）

サポーター

地域住民

活動の理解 活動を支援

活動の広報 活動を報告

サポーターの
身分を保証

安心

行政

給餌者

助
言

制度や運用で
サポーターを
後方支援

活動を見守り
サポーターを
側面支援

ガイドラインに従い
地域猫活動を実施

・地域への周知と報告
・手術実施
・適正な管理

｜サポーターが目指す活動
特定の飼い主のいない猫を適正に管理し、
地域住民の理解のもと地域の生活環境の
向上を目指して活動。
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活動

サポーターの登録

地域の把握各区衛生課にて説明 地域の長などへ挨拶・説明 登録の申請

サポーター証を携帯し活動開始

活動前に地域へ広報 手術のための捕獲

最終的には全頭手術
地域へも報告

動物病院にて手術

不妊去勢手術補助
制度を活用

○補助倍額
○頭数制限なし

活動の継続

１年ごとに区に報告・更新

新動物愛護センター
にて無料手術

各区年間１、２地域で活動が開始し、同程度のペースで増え市内に活動地域が

点在していくことで、その活動効果が周りに波及していくことを想定。

職員と特定のボランティアが
対応するために走り回る（現在） 活動地域が徐々に増えていく

サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
制
度

「トラブルがおこらない暮らしやすい地域の実現」

●手術による子猫出生ゼロ
●報告による活動への理解が広がり、協力者、理解者が増えることによる苦情減少
●野良猫数の減少による糞尿被害減少
●置き餌なしによる新入り猫ゼロと不衛生状態ゼロへ
●この活動がきっかけとなり、地域の活性化に

トイレ設置場所提供の協力者も。

お問合せ先

（３）活動の概要

川崎区役所衛生課 ０４４－２０１－３２２３ 幸区役所衛生課 ０４４－５５６－６６８１
中原区役所衛生課 ０４４－７４４－３２７１ 高津区役所衛生課 ０４４－８６１－３３２２
宮前区役所衛生課 ０４４－８５６－３２７０ 多摩区役所衛生課 ０４４－９３５－３３０６
麻生区役所衛生課 ０４４－９６５－５１６４ 動物愛護センター ０４４－７６６－２２３７
健康福祉局保健所生活衛生課 ０４４－２００－２４４７

健康福祉局保健所生活衛生課 動物愛護担当
電話 ０４４－２００－２４４７



動物愛護フェアかわさき２０１８開催計画 

１ 目 的 

動物の愛護と適正な取扱いについて市民の理解と関心を深め、動物愛護精神の

高揚を図ることを目的とする。 

２ テーマ 「動物はみんなともだち地球の仲間」 

  サブテーマ 「未来へ広がれ！動物にも最幸なまち かわさき」 

３ 日 時 

メインイベント：平成３０年９月１７日（月・祝）１０時～１５時 

  ※動物愛護週間（９月２０日から２６日）の前後（概ね前後１箇月）を普及啓

発強化期間とする。 

４ 会 場 

動物愛護フェアかわさき会場：川崎市幸区役所・幸市民館 

同関連事業         ：各区役所保健福祉センター 等 

５ 主 催 

川崎市及び公益社団法人川崎市獣医師会 

６ 実施主体 

動物愛護フェアかわさき２０１８実行委員会 

７ 協 賛  

８ 協力団体 

   協賛企業及び協力団体は動物愛護フェアの趣旨に合う企業及び団体のほか、 

  動物愛護フェアの開催に必要であると実行委員長が認めた企業及び団体とする。 

  ※昨年度協賛企業及び協力団体を中心に依頼文を送付する。 

９ 内 容 

（１）オープニングセレモニー 

   内容：開会のことば／主催者あいさつ 等 

   時間：１０時～１０時２０分（予定） 

（２）動物愛護セレモニー（幸市民館） 

   内容：開会のことば／主催者あいさつ／来賓祝辞／動物愛護賞表彰 

      長寿犬・長寿猫表彰 

      閉式のことば 等 

   時間：１０時３０分～１１時４０分（予定） 

（３）映画上映（幸市民館） 
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（４）盲導犬デモンストレーション（公益財団法人アイメイト協会） 

（５）聴導犬デモンストレーション（公益社団法人日本聴導犬推進協会） 

（６）公益社団法人川崎市獣医師会コーナー（公益社団法人川崎市獣医師会） 

（７）協力団体コーナー（各協力団体） 

   公益財団法人アイメイト協会／公益社団法人日本聴導犬推進協会 

   かわさき犬・猫愛護ボランティア／川崎市役所獣医師会 等 

（８）協賛企業コーナー（各協賛企業） 

（９）川崎市役所コーナー 

   譲渡会・防災関係展示・迷子札作成・起震車体験・寄席・集まれ！アニマル

キッズ・新センター設立記念イベント等 

（10）縁日コーナー 

（11）その他 

動物愛護月間の各区の取り組みについて 

区名 幸区 多摩区 麻生区 

事業名 幸区動物愛護展 
①どうぶつ愛護フェア in たま区 

②動物愛護パネル展 
麻生区動物愛護パネル展 

期間 

９月１８日（火）～ 

     ９月２８日（金） 

※閉庁日除く。 

①９月８日（土） 

②９月７日（金）～９月１１日（火） 

９月２０日（木）～ 

９月２７日（木） 

※閉庁日除く。 

場所 
幸区役所展示コーナー 

（区役所１Ｆロビー） 

①多摩区役所１階アトリウム・ 

   屋外駐車場 

②多摩区役所１階アトリウム 

麻生区役所２階ホール 

内容 

・動物愛護に関する 

 パネル、ポスターの展示 

・リーフレット等資料の配  

 布 

①どうぶつバルーンアート、猫の

譲渡会、ペットの迷子札作り、心

臓の音を聞いてみよう！、どうぶ

つの映像上映、どうぶつお面作

り、地域猫活動パネル展、「いの

ちの授業」「ペットの防災」パネル

展、ポスター展ほか 

②①のうちから、パネル・ポスター

を展示 

動物愛護、動物愛護センター

に関するパネル、写真の展示 

・終生・適正飼養 

・ＴＮＲ 

・川崎市地域猫活動支援の紹介



主なイベント等

４月

５月 ５月１２日（土）高齢者とペットの問題研究会セミナー

６月

７月
７月３日（火）第１回ボランティア会議
７月１４日（土）かわさき犬・猫愛護ボランティアセミナー
　　　　　　　　１３時３０分～　高津市民館会議室

８月
８月２３日（木）動物愛護センターにおける
　　　　　　　　業務支援ボランティア共通基礎研修

９月
９月１７日（月）動物愛護フェアかわさき２０１８
９月２０日（木）動物慰霊祭　１４：００～

１０月

１１月

１２月

１月

２月 新センター開所予定

３月

備考

● 第２回ボランティア会議は下半期に開催予定
● スタディーグループは月1回開催、研修日程等は
　 かわさき犬・猫スタディーグループにより決定

スケジュールにつきましては、変更になる可能性があります。

かわさき犬・猫愛護ボランティア
平成３０年度スケジュール

平成３０年７月３日
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